
高
性
能
林
業
機
械
の
効
率
的
な
利
用
に
よ
る

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
組
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地
域
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
～

署の基礎
データ

管内概要
　後

しりべし

志森林管理署は、北海道の南西部に位置す
る後

しりべし

志胆
い ぶ り

振流域を管轄区域とし、3 市 10 町 4
村に広がる約 13 万ヘクタールの国有林を管理
経営しています。
  管内の国有林には、道内有数の観光地となっ
ている「支

し こ つ

笏洞
と う や

爺国立公園」、「ニセコ積
しゃこたん

丹小樽海
岸国定公園」などがあり、第一級の森林・自然景
観を有するとともに、自生するブナ林の北限と
して天然記念物に指定されている「歌

うたさい

才ブナ林」
や、パウダースノーとして世界的にも有名なニ
セコのスキー場があります。なお、ニセコのス
キー場６つのうち２つが国有林内にあり、毎年多くの外国人観光客が訪れています。
　また、森林の公益的機能の維持増進を図りつつ、レクリエーション利用を進めるため、植
生回復や森林環境教育等にも積極的に取り組んでいます。

所 在 地 北海道虻田郡倶知安町北二条東二丁目
区 域 面 積 	440,343ha
う ち 森 林 面 積 	323,292ha
国 有 林 129,104ha

管轄区の関係市町村 ３市 10 町４村、登別市、伊達市、倶知安町、
共和町、黒松内町、島牧村ほか

北
海
道
森
林
管
理
局　

後
志
森
林
管
理
署

取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の

1

簡
易
な

工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
の
作
成

　

儲
か
る
林
業
を
目
指
し
、
林
業
の
成
長
産

業
化
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、
生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

後し
り
べ
し志
署
管
内
に
お
け
る
間
伐
作
業
の
伐

採
・
搬
出
に
お
い
て
は
、「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」、「
プ

ロ
セ
ッ
サ
」、「
グ
ラ
ッ
プ
ル
」、「
フ
ォ
ワ
ー

ダ
」
等
の
高
性
能
林
業
機
械
が
導
入
さ
れ
、

列
状
間
伐
に
よ
る
搬
出
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
林
業
事
業
体
で
、

こ
れ
ら
の
高
性
能
林
業
機
械
を
効
率
的
に
活

用
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
経
費
も
か
か
り
増
し

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
林
業
事
業
体
が
自
ら
の
作
業

別
に
工
程
管
理
を
行
い
、
一
人
一
日
当
た
り

の
生
産
性
や
㎥
当
た
り
の
生
産
コ
ス
ト
に
対

す
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ

ニセコのスキー場

後志
森林管理署

札幌市

北海道

16林野   2017.3 No.120

後志森林管理署



と
考
え
、
簡
易
な
「
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
を
コ
ス
ト
面
か
ら
分
析
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
既
に
全
国
提
案
型
施

業
定
着
化
促
進
部
会
に
よ
る
「
間
伐
生
産
性
・

コ
ス
ト
分
析
シ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
現
場
技
術
者
数
や
保
有
機
械

数
等
を
も
と
に
事
業
体
が
収
益
を
上
げ
る
た

め
に
必
要
な
年
間
事
業
量
や
目
標
と
す
る
コ

ス
ト
・
生
産
性
を
算
出
し
、
実
際
の
施
業
結

果
と
比
較
し
作
業
シ
ス
テ
ム
を
検
証
す
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

間
接
事
業
費
や
外
注
費
な
ど
も
入
力
す
る
必

要
が
あ
り
煩
雑
な
こ
と
か
ら
、
後
志
地
域
の

林
業
事
業
体
で
の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
の
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
処
理
の
負
担
を
招

か
ず
、
事
業
体
ご
と
に
様
式
の
異
な
る
作
業

日
報
か
ら
で
も
入
力
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、

「
作
業
種
」、「
使
用
機
械
」、「
作
業
時
間
」、「
生

産
量
」
と
い
っ
た
各
事
業
体
共
通
の
因
子
に

的
を
絞
る
と
と
も
に
、
事
業
費
の
入
力
に
つ

い
て
も
「
人
件
費
」、「
燃
料
費
」
等
の
直
接

事
業
費
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
は
一
般
的
な
「
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
エ
ク
セ
ル
」
を
使
用
し
、
誰
で
も

簡
単
に
工
程
分
析
が
行
え
る
よ
う
配
慮
し
ま

4

し
た
。

　

必
要
な
項
目
を
す
べ
て
入
力
す
る
と
「
功

程
分
析
表
」
が
作
成
さ
れ
、
㎥
当
た
り
の
生

産
コ
ス
ト
、
森
林
作
業
道
１
ｍ
当
た
り
単
価

が
わ
か
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
功
程
分
析
表
参
照
）

シ
ス
テ
ム
普
及
に
向
け
た
活
動

　

作
成
し
た
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
る
た

め
、
平
成
27
年
度
は
、
当
署
に
お
い
て
、
隣

接
す
る
渡
島
森
林
管
理
署
・
檜
山
森
林
管
理

署
・
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
管
内
の
林
業
事

業
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
２
回
行
う
と

と
も
に
、
北
海
道
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　

林
業
事
業
体
か
ら
は
、「
事
業
実
行
中
で

あ
っ
て
も
、
出
来
高
生
産
量
等
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
点
で
の
生
産
性
等
が

把
握
で
き
る
。
ま
た
作
業
班
ご
と
の
比
較

が
で
き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。」

と
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
多
く
の
林
業
事
業
体
に
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
平
成
28
年
度
は
北
海
道
の

胆
振
・
檜
山
総
合
振
興
局
開
催
の
研
修
会
等

に
お
い
て
、
引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
儲
か
る
林
業
を
目
指
す
た
め
の
一

つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
作
成
し
た
「
工
程
管
理

シ
ス
テ
ム
」
が
各
事
業
体
の
生
産
性
向
上
と

コ
ス
ト
縮
減
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
機
械
運
用
が
可
能

と
な
る
こ
と
で
、
作
業
の
機
械
化
が
一
層
進

み
、
林
業
の
担
い
手
不
足
の
解
消
に
一
役
買

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
民
有

林
と
の
連
携
を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
林
業
の

成
長
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

フ
ォ
ワ
ー
ダ
へ
の
積
み
込
み
作
業
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3 功程分析表 2 ハーベスタによる伐倒作業


